
1関係者外秘

2025年3月07日

第16回FC-Cubicオープンシンポジウム

-電気化学グループの進捗と成果-
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電気化学グループの実施体制

研究開発成果

最終目標の達成状況

トピックス：NEDO革新FC MEA評価

技術展開

内容
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電気化学的

特性測定Gr

材料研究テーマ

METI水素・燃料電池戦略/ NEDO事業

マテリアルズ・

インフォマティクスGr

材料分析・解析Gr

シミュレーションGr

マネジメントGr
P/F全体統括

産業界・実証

課題ニーズ
共通基盤技術

改良方針
材料提案

新規材料

評価解析プラットフォーム

NEDO事業受託大学・研究機関で構成

NEDO共通課題解決型基盤技術開発
／ 課題横断型技術開発／ PEFC評価解析プラットフォーム
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電気化学グループの実施体制

関係者外秘

新規開発材料の特性評価・解析
山梨県・FC-Cubic

燃料電池材料特性評価プロトコル、評
価セルの開発と共通化

FC-Cubic

シミュレーションバリデーション
FC-Cubic
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研究開発成果概略

①新規開発材料の特性評価・解析
山梨県・FC-Cubic

・担体構造、ラジカルクエンチャ
ー等の新たな要素についての課
題への対応
2025年3月目標：〇見込み
・実験データとマルチスケール・
性能設計シミュレータの計算
結果との整合を確認し一連の
シミュレータの高性能 MEA 
設計への有効性を示す。
・シミュレーションと実測データと
の乖離の要因を考察し、モデル
改良のための検証データを
SimGrへ提供。
・実車耐久後のMEAの特性低
下、材料物性変化を詳細に解
析した。今後のセル劣化モデル
へ反映。Air@50kPaGでの性能比較(0.2A/cm2)

②シミュレーションバリデーション
FC-Cubic

I/C=1.0 白金目付け大

I/C=1.0 白金目付け小
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目標 0.84V
0.2 A/cm2

③燃料電池材料特性評価プロトコル、評価セ
ルの開発と共通化 FC-Cubic

・新たな産業界ニーズに基づく新規材料評価へ対応
する評価プロトコル開発

2025年3月目標：〇見込み
・用途展開/運転領域拡大を反映させた評価プロトコルの
マニュアル追加（2024 年度版）を作成して公開している。
・高温評価（100℃以上 Max150℃）用の評価プロト
コルのマニュアル（２０２４年版）を作成・公開し、新規
材料評価への適用を開始している。

・FC-Cubic小型燃料電池セル 図面、
使用法の展開

・「NEDO PEFCセル評価プロトコル2024年版」
公開 (‘24.6月提出済み）

BPP腐食試験方法 NEDO 評価プロトコル改訂版

・新規材料に対応したMEA試作・評価

・改訂プロトコルによる材料評価

2025年3月目標：〇見込み

・新旧プロトコルを用いて新規開発材料の特徴
を明らかにする。とともにプロトコルの課題を抽出

・実用化のための課題および材料技術の方向性
を提示する。

・1000以上のMEAを作製し、標準的な発電評
価だけでなく、発電性能の加圧・湿度依存、触
媒インク組成の影響、負荷応答耐久・長期
OCV耐久試験を材料開発者の要望に応じて実
施。

評価状況：28機関375仕様の特性計測

2024年度は12月末時点で164仕様

・新規開発材料に対し、高温MEA評価、GDL
評価、BPP腐食試験、触媒のRDE評価、電解
質膜等の材料特性評価を実施。材料開発指
針の提示、SG判断への貢献。

・エージング過程の諸要因と発電特性を紐付け
た。

照会：64機関66件
内）図面提供：59件
2024年6月時点

FC-Cubic小型燃料電池セル

関係者外秘



6

Challenge
・新規材料に対応したMEA試作・評価
・改訂プロトコルによる材料評価

Goal
・新規開発材料の特徴を明らかにする。
・実用化のための課題および材料技術の方向性を提示する。

最終目標に対する
進捗

・評価解析PF標準材料を用いた開発材料評価を実施。
・PF標準MEAや市販材料・MIRAIなどの多様な比較データ取得。
・新規材料評価の標準メニューとして、追加プロトコル（EISによる触
媒層プロトン輸送抵抗・触媒層の酸素拡散抵抗、加圧OCV試験）
による評価を実施し、材料の改良の課題・指針を提示。
・MIへの電気化学データ提供

①-1新規開発材料の特性評価・解析：山梨県

材料評価状況 （事業開始～2025/1/6まで）

25機関173材料

・850以上のMEAを作製し、標準的な発電評価だけでなく、発
電性能の加圧・湿度依存、触媒インク組成の影響、負荷応答
耐久・長期OCV耐久試験を材料開発者の要望に応じて実施し、
課題や開発の方向性を提示して材料開発を支援した。

PF評価条件での各材料の性能比較
目標 0.84V@0.2A/cm2 0.70V@3A/cm2

主な材料と評価状況

※ 1cm2パラレル流路セル、80℃,75%RH、Air 50PaG
開発者によって目標担持量が異なるので、PGM 0.1 mg/cm2に換算
CACは PtCo/C 0.1 mg/cm2 相当の触媒層厚さとして換算
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目標 0.70 V

3.0 A/cm2
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目標 0.84V
0.2 A/cm2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1

同志社大 PtCo/CNovel 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

同志社大 Pd@Ptコアシェル触媒 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

同志社大 石福金属　Pt/CNovel 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

同志社大 イオン液体修飾触媒 1 1 1 1 1 1

産総研 メラミン修飾触媒 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

石福金属興業 Pd@Pt/EC600JD 1 1 1

石福金属興業 Pt/CNovel触媒 1 1 1

山梨大アノード触媒 加圧OCV検証 1 1 1

山梨大PtCoアノード触媒 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

山梨大/キャタラーPtCoアノード触媒 1 1 1 1 1 1 1 1

山梨大Pt/C+ZrO2アノード触媒 1 1 1 1

山梨大Pt/Co+IrO2アノード触媒 1 1 1

信州大 Pt/C+WO3添加アノード触媒 1 1 1

京大 炭素被覆触媒 1 1 1

岩手大PtCo触媒 1 1 1 1 1 1 1

京大/パナソニックPtCo/MPC 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

信大 Ptナノシート 1 1 1 1 1 1 1

同志社大 Ptナノシート 1 1 1

石福金属興業 Ru@Ptナノシート 1 1 1

九州大 Pt/SnO2/GCB, CNovel 1 1 1 1 1 1

九州大 Pt/メソポーラスカーボン 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

九州大 PtCoTa系 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

山梨大 Pt/SnO2、Pt/CeO2 1 1 1 1 1 1

山梨大 Pt/OMC触媒 1 1 1 1 1

東工大 非白金カーボン触媒 1 1 1 1 1 1 1

東工大 非白金錯体担持カーボン触媒 1 1

東工大 Pt担持カーボン触媒 1 1 1 1

東工大 錯体修飾Pt/C触媒 1 1

奈良高専 イオン液体修飾TEC10V30E 1 1 1 1 1

奈良高専 イオン液体修飾Pt/CNovel 1 1 1 1 1

都立大/日本バイリーン NF複合膜 1 1 1

大分大 アミジン修飾触媒 1 1 1 1 1 1 1 1

NIMS 炭化水素電解質膜 1 1 1 1

都立大 NF複合膜 1 1 1 1 1 1

日清紡 カーボン系触媒 1 1 1 1

東工大 担体レスPt触媒 1 1 1

山梨大 ES塗布電極 1 1 1 1 1 1 1 1

材料

2020 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

関係者外秘

研究開発成果 1
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研究開発成果 2

Challenge
・検討中のプロトコルを適用した新開発材料の評価（MEA特性、耐
久特性、材料特性）

Goal

・新規開発材料の特徴を深堀するための非標準的特性評価手
法を駆使して技術課題を明らかにし、MEA特性評価結果とあ
わせて技術開発の方向性を提示す。

最終目標に対する
進捗

・MEAを用いた高温評価、GDL評価、BPP腐食試験、触媒のRDE
評価、電解質膜等の材料特性評価について、新規開発材料の評価
を実施。目標達成状況と残課題、材料開発指針を提示。次期プロ
提案へ貢献。
・「革新FC」proj.の技術成果を集約したMEAの構成案を定め、MEA
を試作。特性評価を実施中。目標との差異と要因を精査、提示する。

従来の評価手法、プロトコルではカバーできて
いなかった評価手法を確立

新規・検討プロトコルによる新規材料評価
（‘24年度 17機関87仕様 評価中を含む）

NEDO革新FC-MEAの策定と評価

①-2 新規・検討プロトコルによる特性評価・解析研究機関：FC-Cubic

・高温評価、BPP、GDL、RDE、電解質材料の評価
・目標達成状況と残課題、指針を提示

・プロジェクト成果を集約したMEA構成の策定と試作
・特性評価とギャップ解析により、課題、指針の提示

特性評価例MEA構成の検討

関係者外秘
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①-3 エージング過程における直流および交流を用いた精密電気化学計測：FC-Cubic

Challenge ・エージング過程諸現象と発電特性との紐付け。

Goal
・エージング過程におけるセルの分極挙動を各過電圧要因
ごとに分離解析し、エージング過程の諸要因と得られる発
電特性とが紐付けられている。

最終目標に対
する進捗

・標準的なエージング条件を設定した。
・MEAへの被毒候補物質の添加条件を設定した。
・被毒物質ごとのエージング過程を電気化学解析。

・エージング条件、被毒物質の設定。（w/産業界）
・被毒物質添加条件の設定。
・エージング過程を電気化学解析

新規テーマ（生産技術）にも対応する体制を構築。エ
ージング過程の電気化学挙動を詳細解析。

エージング過程における過電圧要因の分離解析手法確立

エージング条件例

被毒候補物質添加による影響

MEA初期化

被毒物質添加

関係者外秘研究開発成果 3
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研究開発成果 4

②シミュレーションバリデーション：FC-Cubic

Challenge ・担体構造、ラジカルクエンチャー等の新たな要素についての解析課題

Goal
・MEA性能、電解質膜劣化の予測シミュレーションの検証を行い、有
効化する。

最終目標に対する
進捗

・計算と実測との乖離の要因と考えられた担体細孔スケールの物質移
動特性の湿度感度データを取得。SimGrへ提供。

MEA性能シミュレーション

・担体細孔スケールの物質移動特性（ガス、
イオン）を分離評価する方法を確立し、データ
取得。

・１V以下で進行するカーボン腐食を定量
化し、過電圧因子の変化と紐づけ。

Rothervs. 1/RF 触媒近傍O2拡散抵抗の湿度感度

拡散抵抗の担持量依存を測定
Pt/C(ketjen black)

1.0⇔0.2V矩形波（2秒/サイクル）繰り返し時の触媒劣化の進行 

関係者外秘
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研究開発成果 5

③燃料電池材料特性評価プロトコル、評価セルの開発と共通化 (FC-Cubic） 関係者外秘
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耐久評価装置

MEA 性能評価装置

電気化学特性計測機能の増強
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開始 終了 開始 終了 開始 終了

IP02_東工大（山口先生） 1 2 2022/10/18 2022/11/18 2022/11/18 2022/11/22 2022/12/5 2022/12/23 2022/12/24 2023/1/17 2023/1/18 31 0 60 1 92

IP03_山梨大（柿沼先生） 2 4 2021/4/22 2021/6/7 2021/6/15 2021/6/22 2021/6/22 2021/7/21 2021/7/21 2021/9/15 2021/9/15 46 8 92 0 146

IP03_山梨大（柿沼先生）

IP03_230609_1_山梨大柿沼_マロンアミドPtRh

IP03_230609_2_山梨大柿沼_PtRh

IP03_230609_3_山梨大柿沼_Pt

3 6 2023/6/9 2023/6/12 2023/6/26 2023/7/18 2023/7/18 2023/8/8 2023/8/8 2023/8/22 2023/9/8 3 14 57 17 91

IP03_山梨大（柿沼先生） IP03_231002_1　　　　Pt/Nb－SnO2MEA 2 4 2023/10/2 2023/10/6 2023/10/25 4 19

IP08_東工大（難波江先生） 3 6 2023/9/4 2023/9/4 2023/9/4 2023/10/12 2023/10/13 2023/10/25 2023/10/26 0 0 51 1 52

IP08_東工大（難波江先生） 1 10 2021/2/12 2021/3/17 2021/5/10 2021/5/10 2021/7/28 2021/7/30 2021/8/2 33 54 81 3 171

IP08_東工大（難波江先生） 1 3 2021/12/6 2021/12/15 2022/1/27 2022/1/27 2022/2/9 2022/2/11 2022/2/14 9 43 15 3 70

IP08_東工大（難波江先生） 　 1 6 2022/2/24 2022/3/3 2022/3/22 2022/3/22 2022/4/7 2022/4/10 2022/4/13 7 19 19 3 48

IP08_東工大（難波江先生） 5 8 2023/9/4 2023/9/4 2023/9/5 203/9/5 2023/10/11 2023/10/12 2023/10/25 2023/10/26 0 1 50 1 52

IP12_豊橋技科大（松田先生）

IP12_231120_1　　　①PBI-UiO66Py(10wt％)膜 (PADL=1）

IP12_231120_2　　　②PBI-UiO66Py(10wt％)膜 (PADL=3）

IP12_231120_3　　　③PBI-UiO66Py(10wt％)膜 (PADL=6）

3 3 2023/11/20 2023/12/11 2023/12/21

IP12_豊橋技科大（松田先生）

IP12_231207_1      ①PBI-TiO2nw(10wt%)膜 (PADL=1）

IP12_231207_2      ②PBI--TiO2nw(10wt%)膜 (PADL=3）

IP12_231207_3      ③PBI--TiO2nw(10wt%)膜 (PADL=6）

3 3 2023/12/7 2023/12/14

IP13_名大（野呂先生）
IP13_230821_1                  230726-C3

IP13_231010_1  補強膜
2 2 2023/10/10 2023/10/24 2023/11/14 2023/11/21 2023/11/21 2023/11/21 2023/11/21 2023/12/5 2023/12/5 14 21 21 0 56 返品

IP13_名大（野呂先生） IP13_231010_1-2 1 1 2023/8/21 2023/12/11 2023/12/12 2023/12/21 2023/12/22 2023/12/22 2023/12/23

IP15_群馬大（尾崎先生） 2 4 2022/7/15 2022/8/3 2022/8/3 2022/8/12 2022/8/3 2022/8/12 2022/8/13 2022/10/12 2022/10/13 19 0 70 1 90 2022/09/12中間報告

IP15_群馬大（尾崎先生） 3 6 2022/10/13 2022/10/21 2022/10/24 2023/11/21 2022/10/24 2022/11/28 2022/11/29 2022/12/25 2022/12/26 8 3 62 1 74

IP15_群馬大（日清紡）

IP15_231122_5                 NE_802

IP15_231122_6                 8_514

IP15_231122_7                 NE-263

IP15_231122_8                 NE802_2

IP15_231122_9                 NE708

4 8 2023/11/22 2023/12/5 2023/12/6 2023/12/12 2023/12/13 2023/12/28 13 一点キャンセル

IP17_大分大（衣本先生） 1 2 2021/10/22 2022/1/17 2022/1/21 2022/1/25 2022/2/9 2022/2/9 2022/2/15 2022/3/9 87 4 25 22 138

IP17_大分大（衣本先生） 1 2 2022/2/8 2022/4/15 2022/5/6 2022/5/10 2022/5/24 2022/5/24 2022/6/10 2022/6/10 66 21 35 0 122

IP17_大分大（衣本先生） 1 4 2022/7/26 2022/9/22 2022/9/27 2022/9/29 2022/10/24 2022/10/24 2022/10/24 2022/10/25 58 5 27 1 91

IP19_産総研（NIMS金先生） 1 3 2022/4/22 2022/6/6 2022/6/20 2022/7/5 2022/7/14 2022/8/4 2022/8/5 2022/8/20 2022/8/25 45 14 61 5 125

IP19_産総研（NIMS金先生） 1 2 2022/11/2 2022/10/24 2022/11/10 2022/12/10 2022/12/12 2022/12/21 2022/12/22 2023/1/6 2023/1/11 -9 17 57 5 70

IP19_産総研（NIMS金先生） 1 2 2023/2/27 2023/4/5 2023/4/20 2023/5/6 2023/5/10 2023/5/24 2023/5/25 2023/6/10 2023/6/16 37 15 51 6 109

IP21_信州大（杉本先生） 1 1 2023/6/6 2023/6/6 2023/6/20 2023/6/27 2023/7/4 2023/7/4 2023/7/4 2023/8/2 0 14 14 29 57 電極出来ず→打ち合わせ

IP21_信州大（杉本先生） 2 3 2023/8/28 2023/9/19 2023/9/19 2023/10/17 2023/10/17 2023/10/29 2023/10/30 22 0 40 1 63 ナノシートの報告

IP24_山梨大（内田M先生） 2 4 2023/1/13 2023/1/27 2023/1/27 2023/3/3 2023/3/3 2023/4/13 2023/4/13 14 0 76 0 90

IP24_山梨大（内田M先生） 3 7 2023/7/5 2023/7/10 2023/7/19 2023/8/23 2023/8/23 2023/9/20 2023/10/26 5 9 63 36 113 事前報告済み

IP24_山梨大（内田M先生）
IP24_231122_1                 電気化学評価用ES法CCM

IP24_231122_2                 電気化学評価用ダイコートCCM
2 4 2023/11/22 2023/12/4 2023/12/12 2024/1/10 12

PE02_京大（寺西先生） 2 7 2022/3/29 2022/3/31 2022/4/4 2022/4/13 2022/4/13 2022/6/21 2022/6/21 2022/6/21 2022/6/22 2 4 78 1 85

PE09_信州大（杉本先生） 3 3 2021/10/29 2021/11/4 2021/11/6 2021/12/10 2021/11/15 2021/12/27 2021/12/28 2022/1/5 2022/1/6 6 2 60 1 69

PE19_東大（長藤先生） PE19_231025_1_東大作成MEGA 1 1 2023/10/25 2023/10/30 2023/12/18 5

PE03_山梨大（宮尾先生）
PE03_231006_1_OMC触媒_CCM

PE03_231006_2_OMC触媒_粉末山梨県転写
2 4 2023/9/8 2023/9/29 2023/10/16 2023/10/24 2023/10/24 2023/10/25 2023/10/25 21 17 8 0 47 2023/10/25 中間報告

PE03_山梨大（宮尾先生） PE03_231006_1_OMC触媒_CCM　N2 1 2 2023/9/8 2023/9/29 2023/10/16 2023/11/16 2023/11/16 2023/12/25 2024/1/17 21 17 31 23 131 N2

PE03_山梨大（宮尾先生） PE03_231006_2_OMC触媒_粉末山梨県転写　N2 1 2 2023/9/8 2023/9/29 2023/11/14 2023/12/15 2023/12/15 2023/12/25 2024/1/17 21 46 31 23 131 N2

IP04_名大（川角先生）

IP04_231122_1                 PtFe@C/KB（触媒粉）

IP04_231122_2　             PtCo@C/KB（触媒粉）

IP04_231122_3                 PtFe@C/KB（MEA）

3 2023/11/22

IP04_名大（川角先生）
IP04_231122_4                 PtPd/FLG/SWCNT（MEA）

IP04_231122_5                 TEC10E50E（MEA）
2 2023/11/22 2023/12/22

IP01_九州大（佐々木先生） 1 4 2021/2/3 2021/3/4 2021/4/10 2021/4/15 2021/4/15 2021/6/10 2021/6/10 2021/6/12 2021/6/15 29 42 58 3 132

IP01_九州大（佐々木先生） 1 4 2022/3/4 2022/3/11 2022/3/25 2022/3/29 2022/3/29 2022/4/21 2022/4/22 2022/4/26 2022/4/28 7 18 28 2 55

IP01_九州大（佐々木先生） 5 6 2023/6/22 2023/6/29 2023/7/20 2023/7/25 2023/9/4 2023/9/5 2023/9/25 2023/9/26 7 26 62 1 96

IP01_九州大（佐々木先生） IP01_230621_1     CAT　Pt7Ta2Co1_TaOx_KB　CCM 1 2 2023/10/11 2023/10/23 2023/10/26 2023/11/10 2023/11/16 2023/12/13 2024/1/15 12 3 48 33 96

IP01_九州大（佐々木先生） IP01_231011_3     CAT　Pt7Ta2Co1_TaOx_KB 1 2 2023/10/11 2023/10/18 2023/10/18 2023/10/19 2023/10/20 2023/11/15 2023/11/16 2023/12/13 2024/1/15 7 2 56 33 96

IP01_九州大（佐々木先生） IP01_231011_3     CAT　Pt7Ta2Co1_TaOx_KB　CCM　再 1 2 2023/10/11 2023/10/23 2023/10/26 2023/11/10 2023/11/16 2023/12/13 2024/1/15 12 3 48 33 96

IP01_九州大（佐々木先生）
IP01_231011_1     CAT ⑦　 Pt7Ta2Co1_TaOx_MC

IP01_231011_2     CAT   ⑥  Pt3Co1_TaOx_MC
2 2023/10/11 2023/10/23 2023/12/13 2023/12/18 2023/12/19 57

IP01_九州大（佐々木先生） IP01_231011_7     MEA ①　CCM（新規電極触媒を用いたMEA） 1 2 2023/10/11 2023/10/31 2023/11/27 2023/12/5 2023/12/5 2023/12/13 2024/1/15 20 27 16

IP01_九州大（佐々木先生） IP01_231011_8     MEGA ①　Pt7Ta2Co1/KB/「北原先生・親水撥水複合MPL/GDL 1 2 2023/10/11 2023/10/31

IP01_九州大（林先生） 1 4 2021/9/3 2021/9/21 2021/9/28 2021/10/5 2021/10/5 2021/11/9 2021/11/9 2021/11/10 2021/11/12 18 14 36 2 70

IP01_九州大（林先生） 1 7 2022/9/20 2022/10/17 2022/10/19 2022/10/20 2022/10/20 2022/11/1 2022/11/2 2022/11/20 2022/11/24 27 3 31 4 65

IP01_九州大（林先生）
IP01_230905_Pt/MCF (500mg),

IP01_230905_Pt/MC (500mg)
2 6 2023/8/31 2023/9/5 2023/9/21 2023/9/26 2023/9/26 2023/11/2 2023/11/2 2023/11/9 2023/12/4 5 21 44 25 95

IP09_奈良高専（山田先生） 4 4 2021/10/11 2021/11/30 2021/12/6 2022/1/31 2022/1/31 2022/2/6 2022/2/7 50 6 62 1 119

IP09_奈良高専（山田先生） 4 4 2021/10/11 2021/12/16 2022/2/17 2022/3/8 2022/3/8 2022/3/22 2022/4/12 66 63 33 21 183 追加

IP09_奈良高専（山田先生） 4 4 2022/8/12 2022/10/18 2022/11/22 2023/1/16 2023/1/16 2023/1/22 2023/1/23 67 35 61 1 164

IP09_奈良高専（山田先生） 1 1 2023/1/23 2023/2/2 2023/2/2 2023/3/2 2023/3/2 2023/3/13 2023/4/12 10 0 39 30 79 追加

IP09_奈良高専（山田先生） 2 2 2023/6/22 2023/6/27 2023/7/13 2023/7/26 2023/8/9 2023/10/8 2023/10/8 2023/10/10 2023/10/30 5 16 89 20 130 2023/9/21に100℃までの結果を途中報告

IP09_奈良高専（山田先生）
IP09_231030_1        P1    Poly Pppp(abz) 含浸量：22.3wt%

IP09_231030_2        P2    Poly Pppp(abz) 含浸量：8.76wt%
2 4 2023/10/30 2023/11/6 2023/11/16 2023/12/5 2023/12/5 7 10 装置の空待ち

PE01_同志社大（大門） 6 21 2021/1/7 2021/1/26 2021/1/26 2021/2/1 2021/3/10 2021/3/10 2021/3/30 2021/3/30 19 0 63 0 82

PE01_同志社大（大門） 2 3 2021/4/17 2021/4/15 2021/5/19 2021/5/19 2021/5/31 2021/6/5 2021/6/7 -2 34 17 2 51

PE01_同志社大（大門） 5 10 2021/6/7 2021/7/29 2021/7/29 2021/8/5 2021/10/4 2021/9/28 2021/10/12 2021/10/12 52 0 75 0 127

PE01_同志社大（大門） 3 9 2021/12/26 2021/12/27 2021/12/27 2022/1/5 2022/1/27 2022/2/20 2022/3/1 1 0 55 9 65

PE01_同志社大（大門） 2 4 2022/2/24 2022/3/1 2022/3/1 2022/3/3 2022/3/28 2022/3/28 2022/4/14 2022/4/15 5 0 44 1 50

PE01_同志社大（大門） 3 6 2022/3/1 2022/3/18 2022/3/31 2022/4/5 2022/4/28 2022/4/28 2022/6/9 2022/6/10 17 13 70 1 101

PE01_同志社大（大門） 1 6 2022/7/22 2022/7/28 2022/8/2 2022/8/4 2022/10/4 2022/10/4 2022/10/3 2022/10/4 6 5 62 1 74

PE01_同志社大（大門） 1 4 2023/8/21 2023/7/18 2023/8/1 2023/9/1 2023/9/1 2023/9/13 2023/9/14 58 14 43 1 24 メールで報告書送付

PE01_同志社大（産総研） 1 4 2021/2/3 2021/3/30 2021/4/22 2021/4/27 2021/6/1 2021/6/1 2021/6/1 2021/7/26 55 23 40 55 173

PE01_同志社大（産総研） 1 3 2021/9/25 2021/10/5 2021/10/18 2021/10/20 2021/11/17 2021/11/17 2021/11/12 2021/12/6 10 13 25 24 72

PE01_同志社大（産総研） 1 4 2022/1/28 2022/2/15 2022/11/20 2022/11/22 2022/12/8 2022/12/8 2022/12/15 2022/12/20 18 25 5 326

PE01_同志社大（産総研） 1 6 2023/1/19 2023/1/24 2023/1/29 2023/1/31 2023/2/21 2023/2/21 2023/3/6 2023/3/9 5 5 36 3 49

PE01_同志社大（産総研） 2 10 2023/6/20 2023/6/23 2023/7/4 2023/5/31 2023/8/29 2023/8/29 2023/10/3 2023/10/19 3 11 91 16 121

PE01_同志社大（産総研） PE01_231019_1　　       アセトグアナミン添加GDL 1 1 2023/10/19 AISTで検討後

PE01_同志社大（石福） 3 6 2021/7/28 2021/8/19 2021/9/12 2021/9/14 2021/10/7 2021/10/18 2021/10/27 22 24 36 9 91

PE01_同志社大（石福） 1 3 2023/2/21 2023/2/22 2023/3/4 2023/4/24 2023/5/25 2023/6/5 2023/6/12 1 10 93 7 111

PE02_岩手大（竹口先生） 1 2 2022/2/14 2022/3/16 2022/3/22 2022/3/24 2022/3/24 2022/4/20 2022/4/20 2022/4/24 2022/4/25 30 6 33 1 70

PE02_岩手大（竹口先生） 1 3 2023/4/7 2023/5/11 2023/5/16 2023/5/16 2023/5/30 2023/6/23 2023/6/23 2023/8/30 2023/8/31 34 5 106 1 146

PE02_京都大（寺西先生） 2 7 2023/9/20 2023/9/27 2023/9/27 2023/10/15 2023/10/16 2023/10/30 2023/10/30 2023/10/31 2023/10/31 7 0 34 0 41

PE02_京都大（寺西先生） 再試験 1 1 2023/9/20 2023/9/27 2023/9/27 2023/10/15 2023/10/30 2023/11/27 2023/12/5 2023/12/7 2023/12/18 7 0 71 11 89

PE02_京都大（寺西先生、PANA） PE02_231114_1               規則度UP品 1 2 2023/11/14 2023/11/14 2023/11/30 2023/12/11 2023/12/11 2023/12/15 2023/12/18 0 16 15 3 34

PE02_京都大（寺西先生、PANA） PE02_231114_1_転写シート_規則度UP 1 1 2023/11/22 2023/11/27 2023/11/30 2023/12/5 2023/12/11 2023/12/15 2023/12/18 5 3 15 3 26

PE02_京都大（寺西先生,PANA） PE02_231218_4_PtCoMPC_粒子合成方法&担持方法改良_転写シート_IV特性 1 2023/12/18

PE02_京都大（寺西先生,PANA）

IP03_山梨大（柿沼先生） 1 2 2022/7/5 2022/9/7 2022/9/7 2022/9/7 2022/9/8 2022/12/26 2022/12/26 2023/1/23 2023/1/27 64 0 138 4 206

IP03_山梨大（柿沼先生） IP03_230831_1_ZrCeO2 1 2 2023/8/31 2023/8/30 2023/8/31 2023/9/13 2023/10/6 -1 37

IP11_都立大（川上先生） 2 4 2021/6/3 2021/7/2 2021/8/24 2021/9/2 2021/8/27 2021/10/26 2021/10/27 2021/11/18 2021/11/19 29 53 86 1 169

IP11_都立大（川上先生） 2 4 2021/6/3 2021/10/18 2021/11/2 2021/11/15 2021/11/15 2021/11/15 2021/11/15 2021/11/15 2021/11/19 137 15 13 4 169 MEA作製できず評価なし

IP11_都立大（川上先生） 2 4 2022/9/26 2022/10/10 2022/10/18 2022/10/28 2022/10/31 2022/12/1 2022/12/1 2022/12/8 2022/12/9 14 8 51 1 74

IP11_都立大（川上先生） 4 6 2023/2/24 2023/3/1 2023/3/8 2023/3/28 2023/4/5 2023/5/10 2023/5/11 2023/5/24 2023/5/29 5 7 77 5 94

IP11_都立大（川上先生） 2 4 2023/3/7 2023/5/15 2023/5/23 2023/6/6 2023/6/7 2023/6/22 2023/6/23 69 8 30 1 108

IP11_都立大（川上先生） 2 2 2023/3/7 2023/5/10 2023/5/10 2023/5/30 2023/5/18 2023/7/26 2023/7/27 2023/8/18 2023/8/18 64 8 92 0 164 報告会は非開催

PE18_名大（松尾先生） 3 6 2023/4/10 2023/4/24 2023/5/10 2023/5/16 2023/5/22 2023/6/26 2023/7/1 2023/7/21 2023/8/31 14 16 72 41 143

2023/5/8（試作トラ

イアル用サンプル）入手

2023/07/21に資料

事前送付

PE18_名大（松尾先生） 4 8 2023/8/31 2023/9/4 2023/9/5 2023/9/12 2023/9/20 2023/10/12 2023/10/12 2023/10/13 2023/11/1 4 1 38 19 62

2023/10/13に修正

版を朝岡さんに送付済

み。先生には未送付。

PE18_名大（松尾先生） PhOH-10-OH（PE18_230831_4_RQ no.008）の再評価 1 1 2023/11/1 2023/11/1 2023/11/21 2023/12/5 2023/12/5 2023/12/12 2023/12/12 0 20

PE18_名大（松尾先生）

PE18_231101_1                RQ no.007

PE18_231101_2                RQ no.009

PE18_231101_3                RQ no.010

PE18_231101_4                RQ no.011

4 8 2023/11/1 2023/12/1 2023/12/1 2023/12/12 2024/1/4 30 34

PE03_山梨大（宮武先生） PE03_230908_1_SPP_QP 1 1 2023/8/31 2023/8/31 2023/9/22 2023/9/26 2023/9/26 2023/9/26 2023/9/26 2023/9/26 2023/9/26 0 22 0 0 26 非補強膜は破断x2

PE03_山梨大（宮武先生） 補強膜 1 1 2023/8/31 補強膜は未入荷

PE05_山梨大（内田H先生) 2 2 2021/1/13 2021/2/1 2021/4/5 2021/4/15 2021/4/20 2021/5/24 2021/5/24 2021/7/13 2021/8/23 19 78 84 41 222 加圧OCV評価条件検討

PE05_山梨大（内田H先生) 1 1 2022/1/14 2022/1/19 2022/1/25 2022/2/1 2022/2/4 2022/6/2 2022/6/2 2022/6/15 2022/6/15 5 16 131 0 152

PE05_山梨大（内田H先生) 2 2 2022/7/21 2022/9/27 2022/9/27 2022/10/4 2022/10/6 2023/1/13 2023/1/13 2023/1/24 2023/2/13 68 0 119 20 207

PE05_山梨大（内田H先生) 1 4 2023/2/13 2023/3/27 2023/4/16 2023/6/13 2023/6/13 2023/6/27 2023/8/4 42 20 72 38 172

PE05_山梨大（内田H先生) PE05_230920_1 ZrO2 1 2 2023/9/20 2023/10/25 2023/11/1 2023/11/17 35 23 山梨県で試作

PE05_岩手大（脇田先生)

PE05_230925_1   An 0.1mg/cm2 PtTi4O7C     Ca 0.2mg/cm2

TEC10E50E

PE05_230925_2   An 0.1mg/cm2 TEC10E50E  Ca 0.2mg/cm2

TEC10E50E

2 4 2023/9/20 2023/10/18 2023/10/31 2023/12/5 2023/12/5 2023/12/12 2024/1/17 28 13 42

測定トラブルがあった

（エージング中）

性能は悪い

岩手大の条件が怪し

い。

PE06_上智（陸川先生） 3 6 2023/7/5 2023/7/15 2023/7/18 2023/8/22 2023/8/22 2023/9/5 2023/9/7 10 3 49 2 64 2023/08/20にN1データ送付

PE06_上智（陸川先生） PE06_230807_5 （NZP_Ce6_CeO2） 1 2 2023/9/7 2023/10/20 2023/10/21 2023/10/24 2023/10/24 2023/10/30 2023/10/31 43 1 9 1 54 残り:10月20日に送付

PE06_上智（陸川先生） ラジカルクエンチャー　NZP-Ce 1 2 2023/11/21

PE05_信州大（杉本先生）
PE05_231122_3        5.0 wt% IrO2(ns)(100nm)-TEC10E50E

PE05_231122_4        2.5 wt% IrO2(ns)(100nm)-TEC10E50E
5 10 2023/11/22 2023/12/7 2023/12/8 2023/12/25 返却

PE05_231122_1        Pt/KB（TKK TEC10E50E）

PE05_231122_5        Pt/GCB（TKK TEC10(CGJA5)50E）
2023/11/22 2023/12/7

PE05_231122_2        5.0 wt% IrO2(徳力)-TEC10E50E 2023/11/22 2023/12/7 2023/12/8 2023/12/18

IP01_九州大（佐々木先生） 3 6 2023/1/20 2023/3/15 2023/6/1 2023/7/28 2023/8/17 2023/8/29 2023/8/30 54 78 89 1 222

IP01_九州大（佐々木先生） 3 6 2023/6/21 2023/6/28 2023/7/31 2023/9/8 2023/9/11 2023/9/19 2023/9/19 7 33 50 0 90 報告会無し

IP01_九州大（佐々木先生） 2 4 2023/8/25 2023/9/4 2023/9/11 2023/9/29 2023/10/2 2023/10/5 2023/10/5 10 7 24 0 41 報告会無し

IP01_九州大（佐々木先生、北原先生） IP01_231011_6　             GDL_親水撥水複合MPL 1 2 2023/10/11 2023/10/25 2023/11/8 2023/12/1 2023/12/4 2023/12/8 2023/12/13 14 14 30 5 63

IP01_九州大（佐々木先生）
IP01_231011_4                 GDL_30μmMPL

IP01_231011_5              GDL_10μmMPL２度塗り
2 2023/10/11

入荷は年末か年明け

石原先生のGDLを優

先

IP01_九州大（佐々木先生、北原先生） 2023/12/13

PE11_山梨大（エノモト） 2 4 2022/12/12 2022/12/12 2022/12/13 2023/1/24 2023/1/24 2023/1/23 2023/1/24 0 1 41 1 43 評価法検討用

PE17_バイリーン 2 4 2022/4/1 2022/4/7 2022/11/11 2022/12/10 2022/12/10 2022/12/15 2023/1/18 6 218 34 34 292

PE17_バイリーン 4 8 2023/9/8 2023/9/14 2023/9/19 2023/10/31 2023/10/31 2023/11/21 2023/11/22 6 5 63 1 75

PE20_京大（内本先生） 材料解析申込書_京大内本先生エージング.xlsx 2

IP02_東工大（山口先生） 2 4 2021/12/6 2021/12/14 2021/12/21 2022/2/8 2022/2/8 2022/2/15 2022/2/16 8 7 56 1 72

IP04_名大（川角先生）
IP04_230904_1

IP04_230904_2
2 4 2023/9/4 2023/9/13 2023/10/3 9 20

IP04_名大（川角先生）
IP04_231122_1

IP04_231122_2
2 4 2023/11/22

IP08_東工大（難波江先生）
IP08_230904_1_Y1059_イミド13mg

IP08_230904_2_Y1491_イミド550mg
2 4 2023/9/4 2023/9/4 0

IP10_鶴岡高専 3 6 2021/10/29 2021/11/2 2021/11/16 2021/12/28 2022/1/10 2022/1/20 2022/1/25 4 14 65 5 88

IP10_鶴岡高専 4 8 2022/7/19 2022/7/25 2022/8/18 2022/9/6 2022/9/10 2022/9/28 2022/10/28 6 24 41 30 101 2023/05/09中間報告

IP10_鶴岡高専 5 10 2023/4/20 2023/5/9 2023/6/6 2023/9/30 2023/10/10 2023/10/23 2023/10/23 19 28 139 0 186

IP15_群馬大（尾崎先生） 3 6 2022/11/1 2022/11/11 2022/11/12 2022/12/1 2022/12/1 2022/12/25 2022/12/26 10 1 43 1 55

IP18_理科大（根岸先生） 3 6 2022/10/19 2022/11/11 2022/11/11 2022/12/13 2022/12/13 2022/12/20 2022/12/26 23 0 39 6 68

IP18_理科大（根岸先生）
IP18_230809_1_Ptクラスターのみ　　　　　　　　RDE＆TEM

IP18_230809_2_Ptクラスターメラミン添加　　　　RDEのみ
1 2 2023/8/9 2023/8/22 13

IP12_豊橋技科大（松田先生） 7 14 2021/8/25 2021/9/28 2021/9/29 2021/12/28 2021/12/28 2022/1/18 2022/1/19 34 1 111 1 147 ガス透過測定系の故障

IP12_豊橋技科大（松田先生） 6 12 2022/1/25 2022/1/25 2022/2/8 2022/3/29 2022/3/29 2022/4/12 2022/5/9 0 14 63 27 104

IP12_豊橋技科大（松田先生） 3 6 2023/7/18 2023/7/25 2023/8/1 2023/9/12 2023/9/13 2023/9/14 2023/9/15 7 7 44 1 59 導電率、引張

IP12_豊橋技科大（松田先生） 3 6 2023/8/8 2023/9/19 2023/9/20 2023/9/30 2023/10/1 2023/10/2 2023/10/3 42 1 12 1 56

IP12_豊橋技科大（松田先生） 3 6 2023/9/15 2023/9/19 2023/9/26 2023/11/4 2023/11/5 2023/11/6 2023/11/7 4 7 41 1 53

IP12_豊橋技科大（松田先生）

IP12_231023_1                 ①新規PF-PBI膜（PADL＝0）

IP12_231023_2                 ②PBI-TiO2nw(5wt%)膜 (PADL=3）

IP12_231023_3                 ③PBI-TiO2nw(5wt%)膜 (PADL=1）

3 6 2023/10/23 2023/10/31 2023/11/6 2023/12/18 2023/12/18 12月22日 8 6 46 12/21 結果送付

IP12_豊橋技科大（松田先生）

IP12_231107_1                 ①新規PF-PBI-x膜（PADL＝0）

IP12_231107_2                 ②新規PF-PBI-x膜（PADL＝0.5）

IP12_231107_3                 ③ 新規PF-PBI-x膜（PADL＝1.0）

5 10 2023/11/20 -45250 2/5が来ている

IP12_豊橋技科大（松田先生）
IP12_231107_4                 ④PBI-UiO66Py(10wt%)膜 (PADL=1）

IP12_231107_5                 ⑤PBI-TiO2nw(10wt%)膜 (PADL=1）
2023/11/20 2023/11/29

3

IP23_デンソー
IP23_231013_1   COF-C'

IP23_231013_2   COF-B'
2 4 2023/10/17 2023/10/31 2023/10/31 2023/11/1 2023/11/1 2023/11/22 2023/11/22 14 0 22 0 36

PE10_一杉 1 2 2022/10/25 2022/11/10 2022/11/11 2022/12/5 2022/12/5 2022/12/5 2022/12/6 16 1 24 1 42 2022/11/18に速報

PE10_一杉 2 4 2023/5/15 2023/5/18 2023/5/19 2023/7/11 2023/7/11 2023/7/14 2023/8/4 3 1 56 21 81

PE12_名工大

PE15_神戸大 2 4 2022/9/27 2022/10/11 2022/10/12 2022/12/1 2022/12/1 2022/12/1 2022/12/26 14 1 50 25 90 2022/11/02に中間報告

PE17　AIST山口先生 PE17_230828 4 8 2023/8/28 2023/8/30 2023/9/12 2023/10/3 2023/10/3 2023/10/12 2023/10/13 2 13 30 1 46

2023/10/12に中間

報告：接触抵抗は９

月１日には測定終了

10月20日にデータ追

加して最終報告書送付

11月17日　報告会

PE17　AIST山口先生

PE17_231012_1_1            C1

PE17_231012_1_2            C2

PE17_231012_1_3            C3

PE17_231012_2_1            D1

PE17_231012_2_2            D2

PE17_231012_2_3            D3

2 4 2023/10/12 2023/10/27 2023/10/30 2023/12/1 2023/12/1 2023/12/5 2023/12/20 15 3 36 15 69 12/14　資料送付

評価内容 仕様数 備考

評価プロセス

MEA試作 評価実施依頼機関
連携会議 入荷

報告書まとめ

開始ーまと

め

(日）

会議ー入荷
まとめー報

告
総期間MEA数PF管理番号

報告会

入荷－開

始

（日）

BPP評価

電解質膜物性（伝導度、SS、ガス透過）

初期特性

初期特性＋耐久（起動停止）

初期特性＋OCV評価

転極耐性

分極詳細解析

初期特性＋耐久（負荷変動）

GDL評価

RDE

評価プロセス

連携会議 入荷
MEA試作 評価実施 報告書まとめ

報告会
開始 終了 開始 終了 開始 終了

・依頼者との密なコミュニケーション（依頼集約、内容把握）
・中間報告含め報告内容・方法・スケジューリングをマネージメン
トグループ、材料解析グループと連携＆共有
→材料提供スケジュールと状況把握
→評価の意図、レベルの確認
→実施実験内容の詳細確認

期間 2020-2022 FY2023 FY2024

会議ー入荷 26 20 8 

入荷－開始 23 18 7 

開始ーまとめ 54 50 19 

まとめー報告 8 10 12 

総期間 111 95 46 

平均評価案件数
（年換算）

24 112 164 

大幅な納期短縮・大幅な評価仕様数の拡大を実現

関係者外秘最終目標の達成状況
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トピックス

NEDO革新FC MEA評価
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目的：本プロジェクトにおける開発技術のポテンシャルを確認する
・新規開発材料・技術を用いたMEAを試作、発電特性、耐久性の性能評価を実施
・性能がNEDO目標と乖離ある場合は、その要因について検討、提示する。

NEDO革新FC MEA評価

候補材料選定
試作プロセス（IC比、溶媒、塗工等）検討
測定内容を設定

関係者外秘

NEDO、マネージメントGr
と協議
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NEDO革新FC MEA

部位 仕様 バリエーション

カソードGDL 薄層MPL/GDL 東レ

カソード触媒 Pt/ＭＰＣ Pt合金/ＭＰＣ

カソードアイオノマ HOPI

I/C比 1.2

カソード担持量 0.2mg/cm2

塗布プロセス 転写 転写

電解質膜 8μm補強膜

アノード触媒 PtCo/Ｃ

アノードアイオノマ DE2020

I/C比 1水準

アノード担持量 0.05mg/cm2

塗布プロセス 転写

アノードGDL 東レ

測定項目・解析 備考

初
期
特
性

I-V 80 ℃ 75％ 250kPaabs

高温特性：105℃ 40％ 280kPaabs

EIS 湿度依存性

LSV

限界電流

CV 湿度依存性

1D

（分極解析）
80 ℃75％ 250 と150kPaabs

カソード触媒層
構造

組成 構造

耐
久

負荷変動 80℃ 0.6－0.95

起動停止 80℃ 1.0－1.5

OCV 90℃ 30％ FER計測

セル 備考

均一場セル
1x1 1x3cm2

材料特性解析

1x10 セル 分布の影響

C流路 ３DFMまたは
微細流路

関係者外秘
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NEDO革新FC MEAテスト品の現状の特性

NEDO革新FC MEA

関係者外秘

部位 本番仕様 テスト品 基準

カソードGDL 薄層
MPL/GDL

東レ 東レ

カソード触媒 Pt/ＭＰＣ Pt/ＭＰＣ TEC36F52

カソードアイオノ
マ

高酸素透過
アイオノマ

高酸素透過
アイオノマ

Nafion

I/C比 1.2 1.2 1.0

カソード担持
量

0.2mg/cm2 0.2mg/cm
2

0.2mg/cm2

塗布プロセス 転写 転写 転写

電解質膜 8μm補強膜 8μm補強膜 12μm補強膜

アノード触媒 PtCo/Ｃ PtCo/Ｃ TEC10EA50
E

アノードアイオノ
マ

DE2020 DE2020 DE2020

I/C比 1.0 1.0 1.0

アノード担持量 0.05mg/cm
2

0.05mg/c
m2

0.1mg/cm2

塗布プロセス 転写 転写 転写

アノードGDL 東レ 東レ 東レ
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NEDO革新MEA推奨１

基準（TEC36F52）Gore12μ

NEDO革新MEA推奨１

温度：80℃ ／ 背圧：150ｋPaG
カソード：空気 : 2.994NL/min  75%RH
アノード：水素 : 1.254NL/min  75%RH

膜
抵
抗
／

m
Ω

c
m

2

2030HDV目標電圧
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NEDO革新FC MEA

関係者外秘
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高酸素透過
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Nafion

I/C比 1.2 1.2 1.0

カソード担持
量

0.2mg/cm2 0.2mg/cm
2

0.2mg/cm2

塗布プロセス 転写 転写 転写

電解質膜 8μm補強膜 8μm補強膜 12μm補強膜

アノード触媒 PtCo/Ｃ PtCo/Ｃ TEC10EA50
E

アノードアイオノ
マ

DE2020 DE2020 DE2020

I/C比 1.0 1.0 1.0

アノード担持量 0.05mg/cm
2

0.05mg/c
m2

0.1mg/cm2
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温度：105℃ ／ 圧力：180kPaG
カソード：空気 : 2.994NL/min 
アノード：水素 : 1.254NL/min 
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基準MEA
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105℃/180kPaGでのIV
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成果の展開 関係者外秘

評価法、プロトコルの展開：
学会発表、講演会での技術紹介

16件（2022以降）

実習、コンサルティング：
個別相談等22件（2022以降）

その他施設見学：152件（2023以降）
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ご清聴ありがとうございました。

FC-Cubicでは各種お問い合わせに対応いたします。
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